
   
 
 

Ⅰ．運動方針への明記 
・男女平等参画推進と本部「３つの目標」を活動方針に明記する。 

Ⅱ．執行機関への参画促進 
・女性執行委員を３名以上とする。（ｽﾃｯﾌﾟ 1） 

・Ａ～Ｄの各産別グループから１名以上女性執行委員を選出する。(ｽﾃｯﾌﾟ 2)  

・三役に女性を選出するよう努力する。（ｽﾃｯﾌﾟ 3） 

Ⅲ．意思決定・決議機関への参画促進 
・大会（地方委員会）の女性代議員数を２０１７年度まで全体の２０％に拡大、

２０２０年まで３０％に拡大する。同時にクオータ制※導入に向け取り組む。 

   ・大会議長のうち１名を女性とする。地方委員会は隔年で女性を議長とする。 

・大会各役員に２名以上女性を選出し、委員長に選出するよう取り組む。 
※代議員などの人数枠を、男女の比率に偏りが無いよう制度として割り当てること。  

Ⅳ．各種委員会等への参画促進 
・連合山形各種委員会等の女性委員を２名以上とする。 

Ⅴ．審議会等への参画促進 
・国や県の審議会に対し、複数の審議会委員の推薦がある場合、必ず女性を推薦

する。 

・審議会委員などの役割を担うためのオリエンテーションを実施する。 

Ⅵ．教育活動・交流の強化 
・男女共生集会を６月に開催する。 

・女性リーダー研修会を開催する。 

・青年層における交流集会を開催する。 

・連合本部・東北ブロックが行う研修会や集会へ積極的に参加者を派遣する。 

・趣旨に賛同できる会議・視察・交流・研修などへ積極的に参加者を派遣する。 

Ⅶ．啓発活動の強化 
・連合山形（女性委員会、青年委員会を含む）が発刊する機関紙やホームページ

に男女平等の課題や取り組みなどを積極的に掲載し PR する。 

・女性委員会と連携し、男女平等の意識を啓発するポスターやチラシを作成する。 

Ⅷ．地域協議会の取り組み 
・全６地域協議会に女性委員会を設置する。 

・地協役員に女性がいない地協は１名を選出し、１名選出している地協は複数化

をはかる。 

・女性のリーダー研修・交流会の開催や、男女平等を考える研修会を開催する。 

 

構成組織の計画を基本に取り組むこととするが、連合山形目標達成に向け、

以下の内容についても取り組む。なお、構成組織で計画を策定していない場合

は、以下の内容を目標として取り組む。 

 

Ⅰ．運動方針への明記  

・男女平等参画推進と本部「３つの目標」を活動方針に明記する。 

Ⅱ．執行機関への参画促進 
・職場委員、分会・支部役員への女性選出を積極的に行ない、女性役員を 

２０１７年まで１名以上選出する。 

・女性役員を選出している組織は、組合員比率に応じた女性役員の選出に近

づくよう努力する。 

Ⅲ．意思決定・決議機関への参画促進 

・連合山形大会（地方委員会）については、連合山形の取り組みに基づき、

達成できるよう努力する。 

・大会を代議員制としている組織については、女性代議員の目標を定める。

また、大会の雰囲気になれることや育成の観点から、女性の傍聴者を増や

す努力をする。 

・大会議長や大会役員に女性を選出するよう取り組む。 

・大会以外の決議機関についても大会代議員、大会役員に準じた考え方で取

り組む。 

Ⅳ．各種委員会等への参画促進 
・連合山形の取り組みに基づき、達成できるよう努力する。特に非専従の委

員については、その役割を果たせるよう労使で環境整備を行う。 

Ⅴ．女性の活動を促進する委員会の設置  
・男女平等参画に関する委員会および、女性のエンパワーメント※を発揮で

きる女性委員会等を設置する。 
 ※女性が力をつけ、連帯して行動することで自分たちの不利な状況を変えていこうと

する考え方。 

Ⅵ．男女平等参画推進計画の策定  
・上記Ⅰ，Ⅴの目標が達成できた組織は、男女平等参画推進計画を策定する。 

Ⅶ．教育活動・交流の強化 
・連合山形や産別が主催する集会や研修会に積極的に参加する。 

連合第４次男女平等推進計画 

 

 

 

 

 

２０１５年度から２０２０年度までの期間、連合がめざす男女平等参画社会の理念と取り組む意義を十分に理解し、本計画で掲げた数値目標などを見据えながら、以下

のスケジュールで取り組む。    

                                                        
 

連合山形の取り組み 

連合山形第４次男女平等アクションプラン（2014 年 11 月～2020 年 10 月） 

構成組織の取り組み 

第２ステージ 

第１ステージ 

２０１６年度 

アクションプラン 
の推進 

２０１５年度 

アクションプラン 
の推進 

２０１７年度 

中間確認と 
見直し 

 

２０１８年度 

見直し後の 
フォロー 

２０１９年度 

最終年度に向けた 
取組強化 

２０２０年度 

総括と次期の 
方向性確認 

進捗度チェック 

実態把握 

アンケート調査 
進捗度チェック 

連
携
強
化
・
支
援 

連合山形男女平等行動委員会 

３つの目標 
目標１ 
働きがいのある人間らしい仕事の実現と女

性の活躍の促進 

主要課題 
①雇用における男女平等の実現 

②女性の参画を阻む構造的問題の解消 

③働きやすく、働き続けられる職場づくり 

④性やライフスタイルに中立な税・社会保障の確立 

目標２ 
仕事と生活の調和 

主要課題 
①仕事と生活の両立支援制度などの拡充 

②職場における両立支援制度の定着 

③働き方の見直しと多様な働き方の整備 

④地域・家庭における役割・責任の分担 

目標３ 
多様な仲間の結集と労働運動の活性化 

主要課題 
①組織拡大の取り組み強化 

②男女が参加・活躍できる活動づくり 

③女性が意思決定に参画できるしくみの整備 

④男女平等推進委員会と女性委員会の設置・強化 

⑤組合活動と仕事や生活の調和 

 

３つの数値目標 
Ⅰ．２０１５年までに１００％ 
 運動方針に男女平等参画推進と「３つの目

標」の取り組みを明記している組織 

Ⅱ．２０１７年までに１００％ 
 女性役員を選出している組織 

Ⅲ．２０２０年までに３０％ 
 連合の役員・機関会議の女性参画率 

 

 
連合本部 
①組織・労働・政策課題と男女平等参画の一体

的な取り組み 

②クオータ制の導入とポジティブアクション

の強化 

③構成組織・単組・地方連合会の取り組みの支

援 

 ・取り組みの共有と情報提供 

 ・進捗管理とフォローアップの強化 

 ・「モデル組織」の設定 

 ・人材育成の充実 
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